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経
験
を
持
つ
生
産
者
が
集
っ
た
。

生
産
者
か
ら
は
、
榊
を
始
め
た
理
由
や

品
種
、
苗
か
挿
し
木
か
の
選
択
の
理
由
、

品
質
の
良
い
枝
の
剪
定
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、
防
除
方
法
、
出
荷
先
、
課
題
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
榊
を
始
め
た
理
由
と
し
て

は
、中
山
間
地
域
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

定
植
が
一
度
で
済
む
こ
と
や
、
体
力
が
必

要
な
山
採
り
か
ら
の
切
り
替
え
、
耕
作
放

棄
地
を
解
消
で
き
る
こ
と
な
ど
を
理
由

に
、
榊
の
生
産
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
課
題
と
し
て
、
品

質
に
影
響
を
及
ぼ
す
ル
ビ
ー
ロ
ウ
ム
シ
の

防
除
や
、
通
年
の
安
定
出
荷
や
作
業
の
平

準
化
の
た
め
の
冷
蔵
庫
の
導
入
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

販
売
者
は
各
地
の
花
市
場
や
流
通
業
、

生
花
店
な
ど
計
10
軒
の
企
業
が
参
加
し
、

各
地
の
国
産
榊
の
需
要
や
要
望
に
つ
い
て

の
情
報
が
提
供
さ
れ
た
。

冒
頭
で
、
㈱
フ
ロ
リ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の

高
橋
正
行
氏
よ
り
、
中
国
産
榊
の
生
産
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
同
氏
に
よ

る
と
、
中
国
の
人
件
費
高
騰
で
低
価
格
の

榊
供
給
は
限
界
に
来
て
い
る
一
方
、
山
採

り
か
ら
栽
培
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
品
質

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
国
産
榊

が
売
れ
る
価
格
帯
な
ど
が
提
示
さ
れ
た
。

各
販
売
者
か
ら
は
、
地
域
ご
と
に
異
な

る
国
産
榊
の
ニ
ー
ズ
や
生
産
者
へ
の
要
望

が
発
表
さ
れ
た
。
八
丈
榊
の
よ
う
な
品
質

の
高
い
国
産
榊
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
一
方
、
数
が
慢
性

的
に
不
足
し
て
い
る
こ
と
や
、
生
花
店
に

欠
か
せ
な
い
商
品
な
だ
け
に
、
欠
品
時
期

は
中
国
産
で
補
填
さ
れ
る
と
い
う
機
会
ロ

ス
が
国
産
榊
普
及
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
そ
こ
で
、
生
産
者
へ
の
要
望
と
し

て
、
冷
蔵
庫
の
導
入
に
よ
る
安
定
供
給
が

提
案
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
東
北
や
九
州
で
は
45
～
80

㎝
ま
で
の
長
い
枝
が
好
ま
れ
、
関
東
以
西

で
は
40
㎝
以
下
の
短
い
枝
が
好
ま
れ
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
や
、
地
域
ご
と
の
シ
キ
ミ

と
ホ
ン
サ
カ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
な
ど
品
種
ご

と
の
ニ
ー
ズ
、
束
ね
方
の
コ
ツ
な
ど
、
出

荷
時
の
注
意
点
な
ど
も
伝
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
神
棚
の
販
売
会
社
か
ら
住
宅
事
情
の

変
化
で
最
近
は
都
市
部
の
神
棚
が
小
型
化

し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
合
っ
た
短
い
榊

の
供
給
が
必
要
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
っ

国
産
榊
生
産
者
の
会
in
伊
万
里
が
10
月

19
日
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
で
開
か
れ
、
全

国
各
地
か
ら
榊
の
生
産
者
や
農
協
、
卸
売

業
、
流
通
、
生
花
店
、
行
政
、
関
連
産
業

な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
た
。同
会
は
、

国
内
流
通
量
の
大
半
を
占
め
る
中
国
産
の

榊
を
国
産
に
切
り
替
え
よ
う
と
志
し
た
八

丈
島
の
奥
山
完
己
氏
が
２
０
１
０
年
に
有

志
と
設
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト

は
、
榊
経
営
の
向
上
を
目
指
す
趣
旨
で
毎

年
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
８
回
目
を
迎

え
た
。
当
日
は
、
前
半
に
情
報
交
換
会
、

後
半
に
生
産
現
場
の
視
察
会
が
行
な
わ
れ

た
。高

品
質
化
と
安
定
供
給
と
い
う 

課
題
と
対
策
を
共
有

イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
は
、
生
産
者
の
栽
培

技
術
の
情
報
交
換
に
と
ど
ま
ら
ず
、
販
売

者
が
参
加
し
て
市
場
状
況
や
ニ
ー
ズ
の
情

報
交
換
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
回

も
、両
者
か
ら
情
報
や
課
題
が
提
示
さ
れ
、

今
後
、
国
産
榊
が
目
指
す
べ
き
方
向
が
共

有
さ
れ
た
。

生
産
者
は
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
熊
本
、

佐
賀
、
長
崎
、
和
歌
山
、
静
岡
、
茨
城
、

栃
木
、
東
京
（
八
丈
島
）
を
合
わ
せ
た
計

24
の
団
体
、
法
人
、
個
人
が
参
加
し
た
。

世
代
は
20
～
80
代
と
幅
広
く
、
新
規
就
農

者
か
ら
シ
キ
ミ
生
産
者
、
林
業
者
、
山
採

り
（
注
：
山
に
自
生
す
る
榊
の
採
取
）
を

生
業
と
し
て
き
た
人
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

▲
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が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
露
地
栽

培
な
の
で
加
温
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
ら

な
い
。
ま
た
、
周
年
出
荷
が
可
能
で
、
収

穫
と
束
ね
る
作
業
を
定
期
的
に
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
一
度
の
定
植
で

済
む
こ
と
や
、
大
き
く
成
長
し
て
も
切
り

戻
し
て
収
穫
で
き
る
こ
と
も
利
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
。

同
氏
は
、
作
業
負

担
軽
減
や
コ
ス
ト
低

減
の
考
え
方
も
紹
介

し
た
。
た
と
え
ば
、

定
植
か
ら
１
年
目
ま

で
は
化
学
肥
料
を
使

用
し
て
い
る
が
、
２

年
目
か
ら
は
養
豚
業

者
か
ら
提
供
さ
れ
た

堆
肥
を
使
用
す
る
こ

と
で
コ
ス
ト
低
減
を

図
っ
て
い
る
。ま
た
、

高
品
質
な
商
品
を
目

指
す
こ
と
が
結
果
的

に
作
業
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
も
説
明
し

た
。
病
害
虫
が
発
生

す
る
と
、
出
荷
作
業

時
に
葉
や
枝
を
落
と

す
手
間
が
か
か
る
た

め
、
農
薬
散
布
や
除

草
を
定
期
的
に
行
な

う
こ
と
も
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

重
労
働
の
農
薬
散
布
に
つ
い
て
は
丸
山
製

の
ス
テ
レ
オ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
導
入
し
て

い
る
。

作
業
を
軽
減
す
る
た
め
、
電
動
の
剪
定

ハ
サ
ミ
や
傾
斜
地
で
も
操
作
し
や
す
い
草

刈
り
機
、
ス
テ
レ
オ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
自

動
タ
イ
マ
ー
式
の
点
滴
灌
漑
設
備
な
ど
も

紹
介
さ
れ
、
視
察
会
場
で
一
部
実
演
も
行

な
わ
れ
た
。

榊
の
圃
場
は
中
山
間
地
が
多
く
、
生
産

者
の
な
か
に
は
高
齢
者
も
多
い
。
視
察
現

場
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
生
産
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
作
業
負
担
を
軽
く
す
る
た
め

の
圃
場
づ
く
り
や
機
械
導
入
に
つ
い
て
、

地
域
ご
と
に
意
見
を
交
わ
す
生
産
者
た
ち

の
姿
が
見
ら
れ
た
。�

（
平
井
ゆ
か
）

た
。生

産
者
か
ら
は
、「
生
産
す
る
だ
け
で

は
売
れ
な
い
と
わ
か
っ
た
。
出
荷
形
態
を

ど
ん
ど
ん
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
た
。
休
憩
時
間
や
懇
親
会
で
は
両

者
の
間
で
さ
ら
に
詳
細
な
情
報
の
や
り
と

り
が
あ
っ
た
。

今
年
は
、
九
州
各
地
の
農
業
・
林
業
の

行
政
担
当
者
も
参
加
し
、
今
後
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
を
取
っ
て
い
く
こ
と
を
発
表

し
た
。
行
政
は
、
中
山
間
地
域
の
産
業
振

興
や
里
山
の
遊
休
地
の
利
活
用
、
林
業
者

や
山
林
所
有
者
の
所
得
向
上
の
た
め
に
榊

の
生
産
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年

か
ら
農
林
水
産
省
も
参
加
し
て
い
る
。
同

省
生
産
局
農
産
部
花
き
産
業
・
施
設
園
芸

振
興
室
の
橋
本
泰
治
氏
よ
り
、
榊
単
独
の

予
算
確
保
は
難
し
い
も
の
の
、
来
年
度
も

「
国
産
花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
の

予
算
増
額
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
統
計
上
、
国
産
榊
は
10
年
７
３
７
t
、

16
年
に
１
０
９
１
t
と
増
加
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

作
業
負
担
軽
減
や 

コ
ス
ト
低
減
を
視
野
に

視
察
会
で
は
、
伊
万
里
榊
タ
カ
ハ
ラ
緑

地
で
榊
栽
培
の
様
子
を
見
学
し
た
。
現
地

視
察
を
前
に
、
高
原
六
宏
氏
よ
り
、
榊
の

魅
力
と
生
産
の
注
意
点
が
語
ら
れ
た
。
同

氏
に
よ
る
と
、
榊
の
魅
力
は
施
設
栽
培
の

花
き
に
比
べ
低
コ
ス
ト
で
作
業
の
平
準
化

伊万里榊タカハラ緑地の視察会 生産者が持ち寄った榊を見ながら情報交換をする参加者たち

小型化する神棚と榊 伊万里タカハラ緑地で説明する高原六宏氏（中央）

草刈り機の実演 農薬散布機の実演


